
【9月に行った活動：11日開放日】

●久しぶりの開放日となっ
た9/11。バッタやカマキリ
などの虫をとったり、林ゾ
ーンの遊具で遊んだりする
子どもたちの声が山に響き
ました。
ウッドデッキを作成したと
きの木材の残りを使って、
キッズハウス作りもスター
トしました。作業している
と、子どもたちが寄ってき
たので、トンカチを使って
お手伝いをしてもらいまし
た。

●草がよく伸びる時期だっ
たので10日に１回くらい草
刈りをしています。草刈り
をしていると、カマキリを
よく見かけるようになりま
した。
台風14号　が通過したあと
見回りに行くと、ビワの木
が林道の方に倒れていたの
で、チェーンソーで切って
撤去しました。それ以外は
大きな被害はありませんで
した。

【9月に行った活動：5日宇和運動公園、8日たこや
き島、15日山の基地、22日桂川渓谷、26日中山池
自然公園、29日歴博】

●活動を見つめるコラム
「木登りなどの補助の仕方を考える」
　ヒュッテの活動をするときの大人のあり方とし
て、私たちが目指しているのが“過不足のない関わ
り”で す 。 子 ど も た ち の 主 体 性 を 大 事 に し た い の
で、大人が手や口を出すのはできるだけ控えるよう
にする一方で、まったく関わらずに子どもたちを放
置するのもおかしい。その状況ごとに、どのように
関わるのが適切なのかな～と絶えず心を揺らしなが
ら見守っています。

　例えば、子どもが木や高い所に登ろうとしている
けれど、どうにも一人では登れそうにないとき、大
人はどう関わるのが良いでしょうか？

　もちろん子どもの発達段階によっても違います
が、私は補助をする場合、基本的に子どものお尻を
押し上げたり引っ張り上げたり、といったことはし
ないで、「ここに足場があれば自分で上がれそう
だ」という場所に自分の足や手を置いて踏ませるこ
とが多いです。この方法が、比較的子どもの気持ち
を損なわない関わりかな、と考えるので。（たまに
子どもに「手伝わんといて！」と言われることもあ
りますが　　）
　関わり方に絶対的な正解というものはないので、
“過不足のない関わり”という目標にゴールはありま
せん。保護者の方と関わり方についていろいろ意見
を交わしながら運営を進めていく、そういうプロセ
スを大切にできたらと思っています。（ゆ）
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●9/16上松葉奥池ビオトープの管理
ひと月ぶりくらいに訪れる
と、草がずいぶん伸びてい
ました。市役所の担当者に
聞くと、7月末に年１回の
草刈りを終えたとのこと。
多様な生きものがすめる生
息環境を維持していくには、
年数回の草刈りが必要なの
で、今後はできる範囲で私
たちが草刈りを行っていく
つもりです。

●9/25宇和島で海岸清掃イベントに参加
宇和島市津島町近家の海岸
で行われた海岸清掃のイベ
ント（主催：なんよTAC）
に参加しました。今後、西
予市内（たこやき島など）
でも同様の活動ができたら
いいな、と思いました。

●四国西予ジオパークのフリーマガジン『だいちの
め』の編集
原稿の執筆や校正作業などパソコンに向き合う時間
が多かったです。10月中に発行予定です！

『ヘルシンキ生活の練習』という本を読みました。
社会学者の朴沙羅さんが、6歳と2歳の子を連れてフ
ィンランドに渡り、生活の中で経験した出来事が綴
られています。大きく印象に残ったことが2つ。
「適切な服装をすれば、天気が悪いなどということ
はない（同僚の連れ合い）」フィンランドの保育園
では、雨が降ろうが氷点下だろうが、地面が凍って
いようが風が吹いていようが、ほぼ必ず外で遊ぶそ
うです。だから持ちものも多い。日本の園でも必要
そうな持ち物に加えて、カッパ上下、スキーウェア
のようなもの、長靴、雪靴も必要らしい。小学校で
の宿題の1つに「気候に合わせた服装をする」とい
うのもあったとか。森のようちえんの活動にも通じ
ている考え方だなあと思いました。　　
「これらのスキルはすべて、一歳から死ぬまで練習
できることですよ（保育園の先生）」個人面談の時
に、See the Good！という人間に共通する26個の
強みカード（例えば「我慢強い」,「思いやりがあ
る」,「好奇心が強い」,「協調性がある」など）が
机に並べられていたそうです。通常なら性格や才能
などと結び付けられてしまいそうな事柄が「スキ
ル」と呼ばれ、足りないスキルは練習する機会を増
やせばいいと考えます。「いいところ」と「悪いと
ころ」ではなく、「練習が足りていること」
と「足りていないこと」があるだけ。
そんな考え方の違いがとても新鮮
でした。大人も練習しないといけ
ないことがいっぱい^^;（ち）

オヤビッチャ
夏から秋にかけて潮だま
りで幼魚が見られるよう
です。縞模様がかわいら
しかったです。

ハイイロチョッキリ
ドングリに穴をあけて卵を
産み、枝ごと切り落とすゾ
ウムシ。葉付きのドングリ
が地面に落ちていたら、大
体こいつの仕業です。

チャボホトトギス
山の林床に生えるユリ科
の多年草。愛媛県内では
絶滅危惧種（絶滅危惧Ⅱ
類 ） に 指 定 さ れ て い ま
す。

活動の中で出会った生きものたちを紹介します。

ガマ
池の水辺に生える大型の
植物。ソーセージみたい
な穂は、乾燥すると綿毛
がモクモクと湧き出てき
ます。


